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　人ロの動き
一1月1日現在一
男4，240（十3）
女4，313（一2）
計8，553（十1）
世帯数2，262（一4）

　（）は前月比較

むになって調理を楽し緒
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農
業
が
抱
え
る
課
題
な
ど
を
、
お
互
い
が
共
通
し
た
認
識

を
持
つ
こ
と
が
必
要
と
第
一
回
の
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た

　
十
二
目
十
二
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
「
川
西
町
農
業
サ
ミ
ッ
ト
（
川
西
町
農
業
振
興
会
議
）
」
が

開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
．
わ
が
国
の
経
済
社
会
が
大
き
な
変
革
期
を
迎
え
．
町
農
業
に
お
い

て
も
担
い
手
の
減
少
や
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
、
農
業
構
造
の
変
動
に
直
面
し
て
お
り
、
地
域
農
業

や
農
村
社
会
の
存
続
も
憂
慮
さ
れ
る
こ
と
か
ら
￥
今
、
し
っ
か
り
と
し
た
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
改
め
て
お
互
い
が
共
通
し
た
認
識
を
持
ち
、
協
調
し
て
い
く
た

め
に
、
農
政
情
報
の
伝
達
を
一
層
拡
大
し
、
農
業
者
間
の
技
術
・
経
営
向
上
の
た
め
の
情
報
交
換
な

ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
一
歩
と
し
て
￥
自
分
た
ち
の
農
業
￥
地
域
の
農
業
・
農
村
に
つ
い
て

皆
が
一
堂
に
会
し
、
論
じ
合
う
こ
と
か
ら
始
め
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
調
査
結
果
の
報
告
や
事
例
を

発
表
。
当
日
は
￥
町
内
外
か
ら
お
よ
そ
百
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
会
議
の
内
容
を
簡
単
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

果

◎
農
地
の
実
態
と
将
来
の
農
業
経
営
に

　
関
す
る
意
向
調
査
結
果

町
農
林
課
主
事
　
玉
置
　
賢
さ
ん

　
現
在
あ
る
十
七
の
生
産
組
合
の
あ
り

方
、
再
編
統
合
や
農
業
者
の
育
成
、
農

地
の
規
模
拡
大
へ
の
展
開
を
策
定
す
る

た
め
、
　
一
、
四
二
五
戸
を
対
象
（
回
収

率
九
三
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
）
に
意
向
調

査
を
実
施
。
そ
の
集
約
結
果
を
オ
ー
バ

ー
ヘ
ッ
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
（
文
字
や

図
表
な
ど
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
写
し
出
す

投
影
装
置
）
を
用
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
将
来
の
農
業
経
営
に
つ
い
て
、
経
営

規
模
を
拡
大
し
た
い
と
思
っ
て
も
農
地

の
提
供
者
が
周
り
に
な
く
、
自
分
で
も

見
つ
け
ら
れ
な
い
と
い
う
割
合
が
多
い
。

反
対
に
、
規
模
を
縮
小
す
る
場
合
に
お

い
て
も
農
地
の
借
り
手
、
買
い
手
が
自

分
で
見
つ
け
に
く
い
。
こ
れ
ら
は
農
地

の
利
用
集
積
に
お
い
て
の
課
題
で
あ
る
。

ま
た
、
西
部
地
域
に
お
い
て
は
現
状
維

持
を
望
む
声
も
多
く
、
そ
の
理
由
と
し玉置さん

て
、
労
力
の
不
足
や
農
業
を
生
き
が
い

と
し
て
い
る
と
い
う
結
果
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
将
来
の
農
地
の
利
用
に
お

い
て
、
西
部
地
域
の
耕
作
放
棄
地
お
よ

そ
四
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
、
町
全
体
の
転

作
水
田
と
し
て
利
用
で
き
な
い
か
調
査

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
農
地
の
利
用
集
積
状
況
に
つ
い
て
は
、

東
部
地
域
で
二
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ
ど
規

模
拡
大
を
求
め
て
い
る
が
、
そ
れ
に
答

え
る
規
模
縮
小
は
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ
ど

で
、
ほ
と
ん
ど
農
地
の
集
積
が
図
ら
れ

て
い
な
い
。
ま
た
、
生
産
組
織
に
つ
い

て
は
、
現
状
と
し
て
労
働
力
が
確
保
さ

れ
て
い
な
い
、
経
営
内
容
が
わ
か
ら
な
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い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
。
活
動
の
強
化

と
し
て
は
、
担
い
手
の
確
保
、
経
営
能

力
の
あ
る
人
の
育
成
が
望
ま
れ
て
い
る

と
い
う
実
態
も
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
さ
ら
な
る
分
析
・
調
査
な
ど

を
進
め
て
い
き
た
い
と
、
調
査
結
果
を

報
告
し
ま
し
た
。

◎
良
質
米
生
産
推
進
土
づ
く
り
対
策
の

　
調
査
結
果

　
　
新
潟
川
西
農
協
営
農
課

　
　
　
　
営
農
係
長
　
貴
田
道
雄
さ
ん

　
お
い
し
い
米
の
産
地
と
し
て
魚
沼
米

は
評
価
を
得
て
い
る
も
の
の
、
こ
の
よ

う
な
米
を
安
定
供
給
し
て
い
く
た
め
に

は
「
土
づ
く
り
」
は
重
要
で
あ
り
、
昨

年
か
ら
二
か
年
か
け
て
、
町
内
の
ほ
場

三
四
七
点
に
つ
い
て
、
土
づ
く
り
に
必

要
な
土
壌
の
分
析
を
実
施
、
そ
の
結
果

に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　
土
壌
改
良
資
材
の
中
で
、
重
要
に
な

る
の
が
有
効
リ
ン
酸
・
有
効
態
ケ
イ
酸

で
、
地
力
の
乏
し
い
魚
沼
地
方
で
は
、

継
続
的
な
こ
れ
ら
の
土
壌
改
良
資
材
の

施
用
が
大
切
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

●
リ
ン
酸
閥
リ
ン
は
細
胞
中
の
核
の
重貴田さん

要
構
成
物
質
で
あ
り
、
細
胞
分
裂
の

盛
ん
な
分
げ
つ
期
と
、
で
ん
ぷ
ん
な

　
ど
の
合
成
の
盛
ん
な
幼
穂
形
成
期
以

　
降
に
必
要
で
あ
る
。
リ
ン
欠
乏
は
茎

　
数
の
減
少
や
、
稲
体
中
ア
ン
モ
ニ
ア

　
濃
度
の
増
加
に
よ
り
い
も
ち
病
を
招

き
や
す
く
な
る
。

●
ケ
イ
酸
U
イ
ネ
の
表
皮
細
胞
に
蓄
積

　
し
、
茎
葉
中
成
分
の
十
～
二
十
暫
を

　
占
め
、
稲
ワ
ラ
に
も
多
量
に
含
ま
れ

　
て
い
る
。
ケ
イ
酸
肥
料
の
施
用
に
よ

　
り
葉
の
珪
化
細
胞
が
増
加
し
、
稲
体

　
が
丈
夫
に
な
り
倒
伏
に
強
く
な
る
。

事
例
発
表

◎
稲
作
直
播
栽
培

　
　
中
魚
沼
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

　
　
　
改
良
普
及
員
　
後
藤
英
美
さ
ん

　
　
下
島
生
産
組
合

　
　
　
組
合
長
　
　
　
柄
沢
和
久
さ
ん

　
下
島
生
産
組
合
で
は
、
平
成
七
年
、

八
年
と
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
直

播
作
業
を
、
ま
た
、
今
年
か
ら
直
播
専

用
播
種
機
（
側
上
肥
料
田
植
機
）
に
よ

　
ち
ょ
く
は
ん

る
直
播
の
栽
培
技
術
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
今
年
実
施
し
た
播
種
機
の
実
証

展
示
ほ
に
つ
い
て
、
そ
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
直
播
は
、
種
も
み
を
直
接
ほ
場
に
播

く
た
め
、
水
稲
作
付
作
業
の
省
力
化
と

低
コ
ス
ト
に
つ
な
が
り
、
転
作
の
扱
い

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、

後藤さん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
戯
▼
．

今
後
の
普
及
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

　
実
証
ほ
で
の
報
告
に
よ
る
と
、
移
植

時
に
種
子
に
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
施
す
作

業
が
あ
り
、
労
力
の
負
担
が
大
き
い
こ

と
。
田
面
の
高
低
、
土
壌
の
硬
度
、
播

種
深
に
よ
り
苗
立
ち
に
ば
ら
つ
き
が
見

ら
れ
、
苗
立
率
が
低
く
な
っ
た
こ
と
。

茎
数
の
増
加
が
緩
慢
で
、
最
高
分
げ
つ

数
が
移
植
の
二
割
程
度
で
あ
っ
た
こ
と

な
ど
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
経
営
面
か
ら
は
、
移
植
栽
培

十
ア
ー
ル
当
た
り
収
量
九
俵
と
す
る
と
、

直
播
栽
培
で
は
七
・
八
俵
と
単
純
比
較

で
は
や
や
劣
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
転
作
を
加
味
す
る
と
、
直
播

率
を
増
や
せ
ば
そ
れ
に
伴
っ
て
利
益
は

増
加
す
る
と
い
う
試
算
が
出
て
お
り
、

転
作
を
含
め
た
一
農
家
単
位
の
経
営
で

は
有
利
に
な
る
。
ま
た
、
転
作
作
物
に

有
望
な
も
の
が
な
く
、
調
整
水
田
が
主柄沢さん

力
と
な
っ
て
い
る
今
日
、
一
部
の
ほ
場

で
は
雑
草
が
繁
茂
し
、
除
草
に
苦
慮
し

て
い
る
と
い
う
面
を
考
え
る
と
、
労
力

の
軽
減
に
つ
な
が
る
。

　
総
合
的
に
は
、
組
織
運
営
か
ら
す
る

と
、
一
定
比
率
を
直
播
に
置
き
換
え
る

と
、
春
作
業
の
労
力
軽
減
が
図
れ
る
。

機
械
の
有
効
利
用
が
図
ら
れ
、
台
数
・

人
員
を
減
ら
せ
る
な
ど
。
個
別
農
家
に

す
る
と
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
作
付
け
を
増
や

せ
る
。
田
を
荒
ら
さ
く
て
も
す
む
な
ど
、

メ
リ
ッ
ト
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
さ
ら
に
直
播
の
栽
培
技
術
を

高
め
、
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
に
よ
り
、

転
作
へ
の
影
響
を
緩
和
し
た
い
と
結
ん

で
い
ま
し
た
。

◎
就
農
を
考
え
た
経
緯
と
こ
れ
か
ら
の

　
農
業
経
営

　
　
　
認
定
農
業
者
　
櫃
間
英
樹
さ
ん

　
櫃
間
さ
ん
は
、
U
タ
ー
ン
を
し
て
農

業
認
定
者
と
な
り
、
伊
友
で
水
稲
の
ほ

か
に
ス
カ
シ
ユ
リ
を
作
付
け
す
る
複
合

経
営
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
櫃
間
さ
ん
が
あ
る
本
と
出
会
い
、
魚

沼
米
の
評
価
、
お
い
し
い
米
は
財
産
で

あ
る
、
こ
れ
か
ら
は
プ
ロ
が
生
き
残
る

時
代
と
確
信
し
、
就
農
を
考
え
た
そ
う

で
す
。

　
櫃
間
さ
ん
は
、
自
ら
が
作
っ
た
コ
シ

ヒ
カ
リ
ニ
キ
ロ
を
三
十
七
人
に
送
付
、

そ
の
見
返
り
と
い
う
形
で
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
ま
し
た
。
お
米
を
選
ぶ
と
き

の
基
準
や
普
段
食
べ
て
い
る
お
米
に
つ

櫃問さん

い
て
な
ど
、
答
え
を
集
約
す
る
と
、
米

を
選
ぶ
基
準
は
「
味
」
が
最
も
多
く
、

次
い
で
「
価
格
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
米
を
選
ぶ
基
準
は
味
と
価
格
が

き
っ
こ
う

拮
抗
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
。

　
ま
た
、
有
機
栽
培
に
感
心
が
あ
る
人

が
八
割
も
あ
り
、
そ
の
四
割
が
実
際
に

購
入
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
と
し
て
、
①
川

西
米
の
評
価
が
高
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

②
消
費
者
は
米
を
選
ぶ
際
、
価
格
に
見

合
う
価
値
（
味
）
の
も
の
を
選
ん
で
い

る
よ
う
だ
。
③
低
価
志
向
と
う
ま
い
も

の
志
向
に
二
極
に
別
れ
て
い
る
。
④

「
炊
き
方
が
難
し
い
」
と
答
え
た
方
が

九
人
も
い
た
。
⑤
健
康
志
向
の
現
れ
か
、

有
機
栽
培
に
関
心
が
高
い
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
▼
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
、

今
の
品
質
を
維
持
し
て
い
か
な
い
と
、

今
の
よ
う
な
高
値
で
売
り
続
け
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
▼
コ
シ
ヒ
カ
リ
一
辺
倒

で
な
く
と
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
▼

川
西
で
も
多
収
で
き
る
品
種
を
選
び
、

低
価
格
で
売
る
。
▼
有
機
栽
培
な
ど
を

取
り
入
れ
る
。
▼
米
の
炊
き
方
を
教
え

る
よ
う
な
売
り
方
を
考
え
て
み
て
も
よ

い
の
で
は
…
と
結
ん
で
い
ま
し
た
。
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町
農
業
は
、
昭
和
四
十
年
代
か
ら
県

営
ほ
場
整
備
事
業
、
農
業
構
造
改
善
事

業
な
ど
に
よ
り
農
業
基
盤
整
備
を
精
力

的
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

営
農
形
態
を
見
る
と
、
担
い
手
に
よ
る

規
模
拡
大
や
作
業
受
委
託
な
ど
に
よ
る

生
産
組
織
化
が
着
実
に
進
ん
で
い
る
東

部
地
域
に
対
し
て
、
西
部
地
区
に
お
い

て
は
、
旧
態
依
然
と
し
た
小
規
模
な
農

業
経
営
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
基
盤
整

備
の
効
果
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

　
こ
れ
は
、
西
部
地
域
の
住
環
境
悪
化

な
ど
に
よ
る
定
住
条
件
の
整
備
の
遅
れ
、

地
域
コ
、
・
＼
ユ
ニ
テ
ィ
ー
の
不
足
に
よ
る

郷
土
意
識
の
低
下
や
農
業
外
の
所
得
機

会
が
乏
し
い
こ
と
な
ど
が
重
な
り
、
担

い
手
と
な
る
若
年
層
の
流
出
が
続
い
て

い
る
こ
と
に
起
因
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
現
状
を
回
復
す
る
た
め
に
、

住
環
境
の
整
備
や
地
域
資
源
を
活
用
し

な
が
ら
地
域
の
活
力
を
促
し
、
地
域
の

特
性
を
生
か
し
た
条
件
整
備
を
し
て
い

く
た
め
に
、
平
成
九
年
度
か
ら
仙
田
地

区
全
域
（
1
0
集
落
）
を
対
象
に
、
中
山

間
地
域
総
合
整
備
（
生
活
環
境
）
事
業

を
導
入
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
事

業
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

●
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年
度
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（
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●
規
　
模

　
総
事
業
費
約
1
0
億
円

●
内
　
　
容

　
集
落
道
整
備
、
防
災
安
全
施
設
整
備
、

　
農
村
公
園
整
備
、
活
性
化
施
設
整
備
、

　
生
態
系
保
全
施
設
整
備
、
資
源
利
活

　
用
施
設
整
備
な
ど

●
平
成
9
年
度
事
業

　
・
集
落
道
整
備

　
（
室
島
入
村
線
　
一
七
〇
メ
ー
ト
ル
）

　
．
防
災
安
全
施
設
整
備

　
（
小
臼
倉
消
雪
パ
イ
プ
削
井
工
）

　
・
農
村
公
園
整
備

　
（
赤
谷
H
ト
イ
レ
・
東
屋
ほ
か
）
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活性化施設
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⑧
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生態系保全施設整備

　　　水辺環境

㊥
H
㊥

特
認

資源利活用 1 ⑧

擁ノ
一イ　 蛮　る！・一 　も

緩 鴫穣》
爆ダ㌃確雛、モ㌧餅

〕』’－ 一』ノ　ー」幅3へ
　ずニ　　　　　　　　　ユ　　　　ラ
　燈、一　　．、、 　　；ヲツ

　
、
　
や
、
V

　
　
￥
、
ハ

　
　
’
　
！

　
　
こ
　
へ

．
⑯
・
－
＼

　
’
　
㌧
．
・

　

㎡

　
／

　
　
！

　
　
｝

　
、
、

　
　
．
一

　
　
、
邸

　
、
”

　
ー
、
￥
　
　
4

、

、
＼

良
へ
》
’
　
　

　
写
、
　
　
　
　
　
＼
－

　　　・占謹

　1今嘉㌧

燕

　
〇
、

」
㌧
　
ノ
ノ
、

岡

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
』
皿
『
函
　
「
伽

　
　
　
　
　
　
』
『
『
『
．
§
～

　
　
　
　
ら

　
　
　
　
　
ヘ
ス
　
き
　
　
ぐ
　
　
　
　
さ

　
　
（
　
　
、
、
「
、
』
湾
二
、
　
　
、

へ
『
、
、

　

響
、
〆
ヘ
ノ
．
、
》
書
ず
　
。
【
オ
　
　
、
ザ

、
』
舗
・

　
み
　
．
、
・
ダ
・
翼
齢
践
凶
、
§
趣
鑑
ノ
6
ノ

　
＞
　
　
　
　
　
顔
鋤
冗
習
．
・
⇒
、
・

＼
／
．

　
　
　
　
　
　
　
・
き
一
6
　
　
慣
鯉
イ
↓
〆
》
／
／
》
！

　
　
、
』
、
．
、
、
　
　
　
　
　
　
4
　
一
≧
欝
　
　
こ
シ

　
　
　
　

V
－
ん
　
，
・
．
ξ
』
「
・
、

　
　
　
『
鯵
丁
、
’
訓
一
～
』
臨
・

　
　
　
”
　
＼
」
、
二
　
一
一

　
　
　
＼
￥
　
　
、
、
、
、
、
、
へ
　
｛
　
　
　
　
　
，
、
　
　
へ
、

　
　
＼
ひ

泌
c
　
．
）
’
一
　
　
　
　
、
、
、
・

　
　
〆
臥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
k
－
f

　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ユ
ヤ
ノ
　
　
し
ヨ
　
ノ
　
　
　
　
ペ

　
　
　
～
～
苔
ざ
『
、
、
≧
r
駅
　
、
砿
？
＼
、
．

　
　
　
　
　
　
　
　
．
4
ヤ
ー
鷺
小
一
4
＼
、
　
一
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ヤ
　
　
ぬ
　
や

　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　

　
》
伽
　
、
、
就
2
詞
レ
、
、
飴
態
・
U
買
ド
ぎ
，
7
』
、

　
　
　
　
　
　
シ
　
ダ
ん
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

　
　
　
　
ヒ

　
　
　
　
　
　
薗
煽
3
』
星
“
》
ン
、

　
　
　
　
　
　
』
マ
一
．
　
“
（
一
．
一
』

’
一

　
　
　
　
　
　
　

一
f
、
　
　
二
　
『

〆
ー
＼
　
　
ぴ
ノ
v
バ
㎝
、

レ酋＼盈一り￥b、

『
承



》
第
一
工
区

ぐ
第
ニ
エ
区

　
町
で
は
、
総
合
緑
地
公
園
（
ナ
カ
ゴ

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
・
節
黒
城
跡
キ
ャ
ン

プ
場
を
総
称
）
と
し
て
の
魅
力
を
さ
ら

に
確
立
す
る
た
め
、
平
成
九
年
度
に
中

子
台
地
か
ら
節
黒
城
跡
キ
ャ
ン
プ
場
へ

の
連
絡
道
（
総
合
緑
地
公
園
連
絡
道
）

の
整
備
を
進
め
、
余
暇
活
動
の
場
と
し

て
多
様
化
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
ヘ
の

99∠

一1日

》

対
応
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
連
絡
道
は
、
延
長
一
、
七
〇
〇

メ
ー
ト
ル
、
幅
員
三
・
O
メ
ー
ト
ル

（
全
幅
四
・
○
メ
ー
ト
ル
）
、
本
工
事

費
一
億
六
、
五
九
〇
万
円
で
、
現
在
、

六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
の
進
行
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
十
年
度
以
降
、
今
後
、

萎婁舞難熱

ll攣膿魏爲

総
合
緑
地
公
園
と
し
て
整
備
を
す
る
事

業
と
し
て
は
、

　
バ
ン
ガ
ロ
ー
増
設
　
5
棟

　
遊
歩
道
整
備
　
　
　
1
、
5
0
0
層

東
屋
　
　
　
　
　
3
棟

　
親
水
池
整
備
　
　
　
1
か
所

　
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
・
シ
ョ
ウ
ブ
園
新
設

な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
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》
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、ノヘ
鉦敵

（
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〃

〆
け
＼
騒
贈響蒸

一
駿

　
鎌
蓋
欝
鎌
戴
難
鞭
霧
蕪
籔
瀕
灘
第
灘

麟
欝
顯
鱗
議
饗
難
翻
饗
難
．
繋
識
鶴
騰

灘
麟
灘
懇
総
灘
．
鵬
鐡
蟻
談
獲
躍
。

　
鎌
難
鍛
難
．
雛
榊
灘
楼
雛
遷
購
灘
楼

欝
雛
癒
難
購
懸
講
鱗
幾
灘
謹
．
　
烈
霧
麹

鐙
繕
購
継
灘
懇
設
盤
…
醗
講
籏
繕
鞭
総
欝

懸
灘
、
辮
讐
鹸
鐡
騰
緩
繋
繕
㎜
饗
騰
難
議
懸

鱗
譲
馨
幾
．

　
講
難
国
鷹
ぽ
．
　
顯
鋤
藪
懸
職
鍛
醗
繕

懸
騰
騰
雛
癒
難
翻
醗
雛
獺
懇
醗
鐙
懸
馨
，

驚
糊
嚇
ぽ
鎌
難
纏
灘
繋
翻
醗
懇
懇
療
簗

、
蓬
灘
麹
灘
灘
。
灘
騰
　
鎌
図
縣
雛
繊
鐵
”

、
域
購
務
繕
灘
競
繭
纐
変
嚢
懸
療
簗
鰹
灘

鱗
蘇
灘
．
雛
購
懸
．
繋
繊
鷺
霧
獲
辮
藪
、

、
懸
襯
搬
饗
謙
繍
盤
雛
鑛
騰
第
灘
驚
騨
簸

螢
滋
瀬
鋤
懸
網
饗
欝
補
叢
鎌
算
鯵
欝
鐵

難
業
響
欝
捕
釜
謙
算
懇
療
鍵
慧
灘
総
難
p

灘
．
榊
搬
響
灘
捕
鐙
鎌
算
騰
灘
髄
蒸
ぽ

絵
懸
灘
鎌
濾
鶏
磯
濾
額
鷺
総
額
馨
嚢

、
嚢
滋
鑛
灘
欝
籔
鶏
畿
礒
諜
し
驚
。
畿
騰
構

驚
．
鰐
遜
蹟
線
灘
変
羅
濾
漂
葉
灘
灘
爆

　
欝
灘
欝
謙
臨
、
懸
．
㎜
、

　
　
慈
麟
雄
・
皿
嶺
慧
傾
織
辮
壊
講
策
事
業

　
磯
霧
霧
鰍
難
総
に
闘
雛
餐
慧
発
馨
轍
ぽ

　
瀞
襯
繰
薦
慧
見
欝
懸
原
案
ど
お
糧
灘
淡

　
し
、
諜
し
だ
。

麟10・1・10



　
D

♂》一し

矛
、
或
ナ
坪
几
旦

騒
羅

　
　
、

噂
9謬

裏
南
雪
春
雄

（読み）きゃっかしょうこ

（意味）自分の足もとに気を配ること。自らを反省せよ

　　　という戒め。「脚下」は足もと、「照顧」は、気

　　　をつけるの意。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
　
と

　
今
年
は
寅
年
。
虎
は
干
支
の
三
番
目
、

食
肉
目
ネ
コ
科
の
動
物
で
す
。
ラ
イ
オ

ン
が
「
ア
フ
リ
カ
の
百
獣
の
王
」
な
ら
￥

さ
し
ず
め
￥
虎
は
「
ア
ジ
ア
の
百
獣
の

王
」
と
い
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

虎
は
こ
と
わ
ざ
な
ど
に
よ
く
登
場
し
￥

昔
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

よ
く
知
っ
て
い
る
「
虎
の
子
」
は
、
大

切
な
も
の
、
秘
蔵
の
も
の
と
い
う
こ
と
。

「
虎
穴
に
入
ら
ず
ん
ば
虎
児
を
得
ず
」

も
￥
虎
の
子
が
貴
重
な
も
の
と
い
う
意

味
か
ら
、
危
険
を
冒
さ
な
け
れ
ば
（
虎

の
住
ん
で
い
る
穴
に
入
ら
な
け
れ
ば
）

成
功
は
得
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
町
に
は
寅
年
生
ま
れ
の
万
が
七
百
十

八
人
（
平
成
九
年
十
一
目
一
日
現
在
）

お
い
で
で
、
人
口
比
は
約
八
・
四
パ
ー

セ
ン
ト
。
左
の
表
は
生
ま
れ
年
別
に
ま

と
め
た
も
の
で
す
。

　
一
目
は
お
酒
が
い
つ
ぱ
い
入
る
月
￥

酔
つ
ぱ
ら
い
の
大
ト
ラ
に
は
な
ら
な
い

よ
う
注
意
し
た
い
も
の
で
す
。

　
十
二
目
二
十
四
日
・
二
十
五
日
に
役

場
に
お
い
で
の
方
の
中
か
ら
、
八
人
の

万
に
突
然
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
お
願
い
し
、

お
答
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

と

42戸、耕地

馬ゾリを試

上野村に至る間）

生。

式を挙行。

頭を発表。
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軸

高
橋
美
也
子
さ
ん
（
赤
谷
）

　
　
〈
昭
和
4
8
年
、
丑
年
生
ま
れ
〉

　
あ
ま
り
い
い
ニ
ュ
ー
ス
の
な
い
一
年

で
し
た
。
今
は
、
子
供
を
連
れ
て
海
外

に
も
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
も
行
き

た
い
、
そ
ん
な
夢
を
描
い
て
い
ま
す
。

　
町
に
、
ベ
ビ
ー
ル
ー
ル
や
子
供
が
遊

べ
る
ス
ペ
ー
ス
の
あ
る
お
店
が
あ
っ
た

ら
い
い
な
。

　
　
齪

謙縷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
齢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚢
　
　
、
葬

　
岩
坂
け
い
子
さ
ん
（
野
口
）

　
　
〈
昭
和
2
2
年
、
亥
年
生
ま
れ
〉

　
去
年
、
初
孫
が
誕
生
し
、
大
変
喜
ん

で
い
ま
す
。
あ
る
テ
レ
ビ
番
組
で
中
国

に
魅
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
は
無
理
か

も
し
れ
な
い
け
ど
、
一
度
は
行
っ
て
見

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
町
に
も
、
家
族
全
員
で
楽
し
め
る
よ

う
な
、
温
泉
を
中
心
と
し
た
新
名
所
が

で
き
た
ら
い
い
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難
鐵
灘

中
條
一
芳
さ
ん
（
岩
瀬
）

　
　
〈
昭
和
32
年
、
酉
年
生
ま
れ
〉

　
去
年
、
第
五
子
が
誕
生
し
、
わ
が
家

は
九
人
の
大
家
族
と
な
り
ま
し
た
。
毎

日
毎
日
大
変
で
す
が
、
明
る
く
楽
し
い

生
活
を
送
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
町
内
に
も
、
雨
で
も
子
供
が
遊
べ
る

施
設
や
場
所
が
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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生まれ年 男 女 計 主　な　で　き　ご

明治35
人
0

人
3

人
3 上野郵便局ができる。

大正3 18 30 48
8月14日、大豪雨相次ぎ橘村で浸水

30町歩流出。渋海川大洪水。

〃　15 73 63 136
冬季間の定期交通確保を目指して、

運転する。（浅川原から吉田村を経て千手村・

昭和13 58 61 119 千手発電所の工事が8分どおり完成。

〃　25 85 72 157 松葉沢ため池が完成。

〃　37 49 36 85

　　，
農業共済事業を町に委譲。

日本最初の消防トレーラーが町に誕

〃　49 36 41 77
総合センター開館。

国道252号越ケ沢トンネル完成、開通

〃　61 52 41 93
合併30周年記念事業を実施。川西音

妻有大橋着工。

計 371 347 718 川西町史及び合併記念誌より抜粋

羅、
蟹

高
橋
義
平
さ
ん
（
三
領
）

　
　
〈
昭
和
1
0
年
、
亥
年
生
ま
れ
〉

　
去
年
は
、
町
内
・
家
族
が
心
を
一
つ

に
し
て
、
願
い
ご
と
を
一
つ
ひ
と
つ
実

現
で
き
た
年
。
今
年
も
温
か
い
思
い
を

大
切
に
し
て
、
　
「
電
話
教
育
相
談
」
に

取
り
組
み
た
い
。
美
し
い
自
然
環
境
の

中
で
、
三
世
代
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
時

間
が
、
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
ら
い
い
な
。

謹
ん
で

い
、

、

の

詞琶
元
具

　豊

雲擾

大
久
保
克
美
さ
ん
（
野
口
）

　
　
〈
昭
和
4
2
年
、
未
年
生
ま
れ
〉

　
去
年
は
、
下
の
子
が
何
度
も
入
・
退

院
を
繰
り
返
し
、
家
族
全
員
が
心
配
の

絶
え
な
い
一
年
で
し
た
。
今
年
は
そ
ん

な
心
配
事
が
少
し
で
も
減
っ
て
く
れ
る

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。
町
全
体
で
協

力
し
、
観
光
の
目
玉
に
な
る
イ
ベ
ン
ト

づ
く
り
が
で
き
る
と
い
い
な
と
思
い
ま

す
。

小
林
徳
夫
さ
ん
（
中
屋
敷
）

　
　
〈
昭
和
1
9
年
、
申
年
生
ま
れ
〉

　
去
年
は
、
い
ろ
い
ろ
な
面
で
我
慢
の

年
で
し
た
。
で
も
、
家
族
全
員
健
康
で

過
ご
せ
た
こ
と
は
何
よ
り
で
す
。
今
年

は
家
族
で
北
海
道
旅
行
、
な
ん
て
い
う

の
も
い
い
で
す
ね
。
町
に
合
っ
た
温
泉

の
整
備
・
利
用
（
温
水
プ
ー
ル
）
な
ん

て
い
う
の
も
考
え
て
み
て
は
。

清
水
　
正
さ
ん
（
木
島
）

　
　
〈
昭
和
1
7
年
、
午
年
生
ま
れ
〉

　
い
ろ
い
ろ
と
や
り
た
い
こ
と
が
あ
っ

た
が
、
あ
ま
り
実
行
で
き
な
い
で
過
ぎ

て
し
ま
っ
た
一
年
で
し
た
。
今
年
、
夫

婦
で
の
ん
び
り
と
北
海
道
旅
行
（
希
望
）

が
叶
う
よ
う
頑
張
り
た
い
。

　
文
化
会
館
は
早
く
で
き
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

小
林
繁
子
さ
ん
（
高
原
田
）

　
　
〈
昭
和
22
年
、
亥
年
生
ま
れ
〉

　
去
年
、
長
年
の
専
業
主
婦
か
ら
脱
皮

し
て
新
し
い
仕
事
を
始
め
ま
し
た
。
ピ

ア
ノ
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
五
十
歳

か
ら
の
再
出
発
で
す
が
、
そ
れ
な
り
に

充
実
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
、
家
族
や

知
人
が
健
康
で
過
ご
せ
ま
す
る
よ
う
に
。

　
町
の
若
い
人
た
ち
の
活
躍
に
期
待
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
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「
妻
有
郷
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
整
備

構
想
」
は
、
お
よ
そ
十
年
を
か
け
て
展

開
さ
れ
る
計
画
と
な
っ
て
お
り
、
今
回

は
、
前
回
ご
説
明
し
た
こ
の
構
想
の
柱

で
あ
る
四
つ
の
事
業
の
中
か
ら
、
二
つ

に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
い
た
し
ま
す
。

）称仮（見発キテスの人万陀銀有妻

）レ
一ナンエリトト一ア（祭術芸の地大

）ジ一テス（設施化文いあれふ型感体然自

道の流交

妻
有
郷
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク

　
　
　
　
　
レ
ス
整
備
構
想

◎
妻
有
郷
八
万
人
の

　
　
ス
テ
キ
発
見
（
仮
称
）

　
こ
の
事
業
で
は
、
妻
有
郷
の
魅
力
を

再
発
見
す
る
た
め
、
一
般
公
募
に
よ
る

写
真
を
中
心
と
し
た
コ
ン
テ
ス
ト
を
平

成
十
年
度
に
実
施
し
ま
す
。

　
妻
有
郷
の
歴
史
や
風
土
、
文
化
や
自

然
の
美
し
さ
・
魅
力
を
改
め
て
見
直
す

機
会
を
通
じ
て
、
私
た
ち
自
身
が
ふ
る

さ
と
へ
の
愛
着
や
誇
り
を
再
認
識
し
、

私
た
ち
全
員
で
「
妻
有
の
ス
テ
キ
」
を

世
界
に
向
け
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
地
域
の
自
然
、
風
景
、

文
化
、
伝
統
、
風
習
、
日
常
生
活
な
ど

の
中
か
ら
様
々
な
魅
力
を
発
見
し
て
コ

ン
テ
ス
ト
に
応
募
し
て
も
ら
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
様
々
な
物
産
や
資
源
を

ア
イ
デ
ア
豊
か
な
賞
品
と
し
て
用
意
す

る
こ
と
で
、
妻
有
の
魅
力
を
内
外
に
発

信
し
て
い
き
ま
す
。

　
審
査
に
は
写
真
の
専
門
家
を
は
じ
め
、

妻
有
の
応
援
団
と
し
て
各
分
野
か
ら
結

集
し
た
著
名
人
が
あ
た
り
ま
す
。
コ
ン

テ
ス
ト
ヘ
の
応
募
を
通
じ
て
訪
問
者
の

増
加
が
期
待
で
き
る
と
と
も
に
、
発
見

さ
れ
た
ス
テ
キ
は
地
域
の
財
産
目
録
と

し
て
も
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
ス
テ
キ
発
見
」
は
、
　
「
大
地
の
芸

術
祭
」
を
圏
域
の
全
員
が
一
体
と
な
っ

て
実
施
す
る
た
め
の
準
備
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
も
あ
り
、
イ
ベ
ン
ト
運
営
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
蓄
え
る
と
と
も
に
、
お
互
い
の
理

解
や
結
束
力
、
連
帯
感
の
強
化
を
図
る

も
の
と
な
り
ま
す
。

◎
大
地
の
芸
術
祭

　
　
（
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
）

　
妻
有
郷
の
豊
か
で
美
し
い
自
然
を
舞

台
に
し
て
、
世
界
の
ト
ッ
プ
ア
ー
チ
ス

ト
に
よ
る
野
外
芸
術
祭
を
三
年
ご
と
に

開
催
し
ま
す
。
第
一
回
目
は
、
平
成
十

二
年
（
西
暦
二
千
年
）
に
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
広
域
組
織
で
取
り
組
ま
れ
る

野
外
芸
術
祭
は
、
日
本
で
は
初
め
て
の

試
み
と
な
り
ま
す
。

　
「
大
地
の
芸
術
祭
」
に
参
加
す
る
ア

ー
チ
ス
ト
は
、
妻
有
の
自
然
や
生
態
環

境
を
生
か
し
、
環
境
と
景
観
を
整
え
、

人
間
と
自
然
の
新
た
な
交
流
を
生
み
出

す
よ
う
な
芸
術
作
品
を
創
造
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

こ
の
地
域
が
持
っ
て
い
る
大
自
然
の
魅

力
と
大
切
さ
を
再
認
識
し
、
自
然
豊
か

な
妻
有
郷
の
イ
メ
ー
ジ
を
世
界
に
向
け

　
　
　
　
て
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

H
・
2
8
開
催
さ
れ
た
「
ア
ー
ト
・
ネ
ッ
ク
レ
ス
整

備
構
想
」
の
川
西
地
区
説
明
会

　
「
大
地
の
芸
術
祭
」
は
、

「
ス
テ
ー
ジ
」
や
「
交
流
の

道
」
な
ど
の
整
備
事
業
と
有

機
的
な
連
携
の
も
と
に
実
施

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
芸
術
祭

の
開
催
は
、
交
流
人
口
の
増

加
を
図
り
、
広
域
の
景
観
や

環
境
の
質
を
高
め
る
と
と
も

に
、
国
際
交
流
や
地
域
の
話

題
づ
く
り
、
芸
術
と
地
場
産

業
の
タ
イ
ア
ッ
プ
、
新
し
い

産
業
の
想
像
、
情
操
教
育
の

場
の
創
出
な
ど
、
様
々
な
展

開
の
可
能
性
を
持
っ
て
い
ま

す
。※

ご
不
明
な
点
や
お
間
い
合

　
わ
せ
は
、
十
日
町
地
域
広

　
域
事
務
組
合
企
画
振
興
課

　
企
画
振
興
係

　
　
（
暦
5
7
1
2
6
3
7
）
へ
。

「
わ
が
家
の
中
長
期
生
活
設
計
づ
く

り
」
で
、
話
に
耳
を
傾
け
る
会
員

賢い農村婦人を目指して
　12月5日、総合センターで「夢プラン川西セミナー（北

村フミ子代表・7団体で組織・会員・39人）」が開かれま

した。この催しは、農村婦人が豊かな中長期の生活設計づ

くりを進める活動として展開している、年間5回の活動の

一つとして実施されたもの。今回は、中魚沼農業改良普及

センター関沢課長のお話し、ヘルシーフードづくり、十日

町税務署相馬統括調査官による納税講座が実施されました。
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川
西
町
へ
の
歩
み
⑳

岩
瀬
金
子
幸
作

　
吉
田
に
合
併
申
し
入
れ

　
昭
和
二
十
九
年
七
月
十
日
、
千
手
町

の
首
脳
が
吉
田
村
の
議
会
議
員
を
招
い

て
行
っ
た
合
併
懇
談
会
で
、
千
手
町
長

と
町
議
会
議
長
は
次
の
と
お
り
意
見
を

述
べ
て
同
村
に
合
併
を
申
し
入
れ
た
。

　
千
手
町
長
（
中
村
壮
吉
）

　
世
論
は
、
千
手
町
が
十
日
町
市
に
合

併
し
た
い
腹
だ
と
伝
え
て
い
る
が
、
現

段
階
で
は
全
く
考
え
て
い
な
い
。
議
会

も
世
論
も
大
千
手
町
建
設
の
意
向
で
あ

り
、
今
回
正
式
に
合
併
を
お
願
い
し
た

い
。
上
野
村
と
は
す
で
に
話
が
決
ま
つ

て
お
り
、
で
き
う
る
な
ら
ば
今
年
中
に

合
併
を
終
わ
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
十
日
町
市
と
の
合
併
は
、
将
来
そ
の

中村良一町議会議長　　中村壮吉千手町長

　　　　　（中村貞吉さん提供）

可
能
性
は
強
い
で
あ
ろ
う
が
、
目
下
の

と
こ
ろ
は
な
ん
と
も
い
え
な
い
。

　
千
手
町
議
会
議
長
（
中
村
良
一
）

　
千
手
町
が
態
度
を
明
確
に
し
た
の
は

去
年
だ
。
吉
田
村
と
の
合
併
が
実
現
す

れ
ば
交
通
・
教
育
・
行
政
等
あ
ら
ゆ
る

面
で
吉
田
村
と
上
野
村
の
方
た
ち
に
不

便
を
感
じ
さ
せ
な
い
腹
案
を
も
っ
て
い

る
。
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
新
設
の
町
に

は
環
状
線
の
道
路
を
設
け
て
町
営
バ
ス

を
運
行
し
て
で
も
、
今
後
の
間
題
と
な

る
交
通
の
悩
み
は
断
固
解
決
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
し

　
千
手
町
長
と
議
長
の
、
こ
の
真
摯
な

合
併
申
し
入
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
吉

田
村
の
議
員
衆
は
賛
成
、
反
対
の
態
度

を
明
確
に
し
な
い
ま
ま
散
会
し
た
。

吉
田
は
十
日
町
に
走
る

　
八
月
二
十
一
日
、
吉
田
村
長
、
議
長

ほ
か
三
人
の
同
村
代
表
者
は
、
十
日
町

市
役
所
に
中
山
市
長
、
村
山
、
樋
口
両

助
役
を
た
ず
ね
、
吉
田
村
の
十
日
町
市

へ
の
吸
収
合
併
を
申
し
入
れ
た
。

　
吉
田
村
が
十
日
町
市
と
の
合
併
に
踏

み
切
っ
た
裏
付
け
は
、
吉
田
村
の
集
落

ご
と
の
世
論
調
査
が
次
の
と
お
り
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
十
日
町
市
合
併
案
賛
成
　
八
二
％

千
手
町
合
併
案
賛
成
　
　
　
九
％

　
ど
ち
ら
で
も
よ
い
　
　
　
　
九
％

　
千
手
町
と
家
並
み
が
連
な
っ
て
い
る

貝
喰
橋
（
写
真
手
前
）
を
境
に

し
て
隣
り
合
わ
せ
る
稲
葉
地
区

吉
田
村
稲
葉
地
区
は
、
児
童
、
生
徒
の

　
　
　
か
ん
が
い

通
学
、
濯
概
用
水
の
使
用
慣
行
、
十
日

町
市
へ
合
併
す
る
と
税
金
が
高
く
な
る
、

の
三
点
を
理
由
に
、
吉
田
村
が
十
日
町

市
に
合
併
を
決
め
て
か
ら
も
、
千
手
町

へ
の
分
村
を
強
く
望
ん
で
関
係
市
町
村

に
分
離
陳
情
書
を
提
出
し
て
い
た
。
こ

の
た
め
、
十
日
町
市
と
吉
田
村
の
議
会

は
、
合
併
の
付
帯
条
件
と
し
て
、
　
「
吉

田
村
が
十
日
町
市
と
合
併
後
、
稲
葉
住

民
の
過
半
数
が
十
日
町
市
か
ら
分
離
し

た
い
旨
の
意
思
を
表
示
し
、
か
つ
、
こ

の
地
域
に
つ
い
て
関
係
町
村
の
受
け
入

れ
態
勢
が
で
き
た
場
合
は
分
離
さ
せ
る
」

こ
と
を
議
決
し
た
。

　
吉
田
村
が
十
日
町
市
へ
合
併
を
申
し

入
れ
た
こ
と
に
対
し
、
中
村
壮
吉
千
手

町
長
は
次
の
談
話
を
発
表
し
た
。

　
中
魚
沼
郡
の
合
併
委
員
会
案
に
基
づ

く
川
西
地
区
の
合
併
計
画
を
修
正
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
た
の
は
遺
憾
だ
。
直

ち
に
上
野
村
と
話
し
合
っ
た
結
果
、
上

野
村
で
は
、
上
野
村
と
千
手
町
だ
け
の

二
か
町
村
合
併
な
ら
大
賛
成
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
。
と
り
あ
え
ず
、
上
野
村

と
の
合
併
を
促
進
し
た
い
。
な
お
、
吉

田
村
の
稲
葉
集
落
は
千
手
町
と
の
合
併

を
希
望
し
て
お
り
、
千
手
町
で
も
受
け

入
れ
る
こ
と
に
決
め
て
い
る
。

　
千
手
中
へ
通
学
拒
否

　
吉
田
村
が
十
日
町
市
と
合
併
し
た
翌

日
、
千
手
町
長
は
十
日
町
市
を
訪
れ
て

稲
葉
の
受
け
入
れ
を
申
し
入
れ
た
が
、

十
日
町
市
長
は
、
　
「
川
西
郷
の
合
併
が

で
き
、
新
し
い
町
が
稲
葉
の
受
け
入
れ

を
希
望
し
た
時
の
こ
と
は
考
え
て
い
る

が
、
現
段
階
で
の
個
別
申
し
入
れ
に
は

応
じ
ら
れ
な
い
」
と
拒
否
し
た
。

　
こ
の
日
、
稲
葉
地
区
の
中
学
生
三
十

四
人
は
、
　
「
稲
葉
が
十
日
町
市
か
ら
分

離
し
て
も
、
千
手
中
学
校
へ
は
絶
対
に

通
学
し
な
い
」
と
決
議
し
た
。
こ
の
決

議
に
驚
き
、
動
揺
し
た
地
区
の
P
T
A
、

青
年
団
、
婦
人
会
は
、
　
「
千
手
に
合
併

か
、
そ
れ
と
も
十
日
町
か
」
に
つ
い
て

改
め
て
協
議
し
、
稲
葉
地
区
市
民
大
会

は
満
場
一
致
で
十
日
町
市
に
と
ど
ま
る

こ
と
を
決
議
し
た
。
中
学
生
の
通
学
拒

否
問
題
が
お
き
た
こ
と
を
契
機
に
、
成

り
行
き
が
注
目
さ
れ
て
い
た
千
手
町
と

稲
葉
地
区
の
合
併
は
実
現
し
な
い
ま
ま

終
止
符
を
う
っ
た
の
で
あ
る
。

　
稲
葉
村
と
沖
立
村
は
、
元
禄
六
年

（
一
六
九
二
）
に
お
き
た
刈
干
場
の
争

い
で
仲
た
が
い
し
て
い
た
が
、
こ
の
合

併
に
期
待
し
て
三
百
五
十
年
ぶ
り
に
和

解
し
た
。
そ
の
直
後
の
破
局
で
、
双
方

に
少
な
か
ら
ず
し
こ
り
を
残
す
こ
と
に

な
っ
た
。

　
川
西
五
町
村
の
合
併
か

　
吉
田
村
が
十
日
町
市
に
合
併
を
申
し

入
れ
た
こ
と
か
ら
、
中
魚
沼
郡
町
村
合

併
促
進
委
員
会
は
合
併
計
画
を
一
部
変

更
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て

新
潟
日
報
（
昭
和
二
十
九
年
九
月
二
十

日
号
）
は
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

　
中
魚
の
町
村
合
併
促
進
委
員
会
で
は

吉
田
村
が
十
日
町
市
へ
正
式
に
合
併
を

申
し
込
ん
だ
こ
と
か
ら
、
同
委
員
会
で

打
ち
出
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
合
併
案
の
う
ち

川
西
案
が
一
度
崩
れ
た
形
に
な
っ
た
の

で
、
十
八
日
午
後
一
時
か
ら
地
方
事
務

所
で
委
員
会
を
開
き
、
対
策
を
協
議
の

結
果
次
の
二
案
を
打
ち
出
し
、
二
十
一

日
午
後
か
ら
地
方
事
務
所
に
関
係
町
村

長
と
議
長
を
招
い
て
同
案
を
は
か
り
、

甲
乙
い
ず
れ
か
に
決
定
、
二
十
五
日
の

県
審
議
会
に
郡
の
修
正
答
申
案
と
し
て

提
出
す
る
．

　
△
甲
案
　
川
西
地
区
で
は
従
来
の
原

案
か
ら
吉
田
村
を
除
い
た
千
手
、
上
野
、

仙
田
の
三
か
町
村
合
併
と
し
、
北
部
地

区
は
原
案
通
り
橘
、
真
人
、
岩
沢
、
下

條
の
四
か
村
合
併
案
と
す
る
。

　
△
乙
案
　
川
西
地
区
は
千
手
、
上
野
、

仙
田
、
橘
、
真
人
の
五
か
町
村
の
大
同

合
併
、
北
部
地
区
の
う
ち
吉
田
、
下
條
、
　
m

岩
沢
は
十
日
町
市
へ
合
併
す
る
。
　
　
　
L

　
な
お
、
県
審
議
会
に
は
九
月
二
十
二
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

日
に
乙
案
が
答
申
さ
れ
た
。

引
用
・
新
潟
県
市
町
村
合
併
誌
」
③



講
師
募
集
の
お
知
ら
せ

第
1
5
回
全
国
都
市
緑
化
に
い
が
た
フ

ェ
ア
で
は
、
　
「
花
」
や
「
緑
」
に
興
味

の
あ
る
方
を
対
象
に
体
験
講
座
、
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
体
験
型
催

事
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
「
花
と
緑
の
体
験
型
催
事
」
に

参
加
し
て
く
だ
さ
る
講
師
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

●
グ
リ
ー
ン
　
フ
ラ
ワ
ー
ワ
ー
ク
シ
ョ

　
ッ
プ

　
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
、
押
し
花
な
ど
、

　
花
や
グ
リ
ー
ン
を
使
っ
た
作
品
製
作

　
の
教
室

●
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

　
コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン
、
生
け
垣
作
り

　
な
ど
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
技
術
の
教
室

●
ネ
ー
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル

　
創
作
教
室
、
環
境
学
習
な
ど
、
子
供

　
を
対
象
と
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア
の
楽
し

　
み
方
を
学
べ
る
教
室

◎
申
し
込
み
締
め
切
り
　
1
月
31
日

◎
参
加
申
込
書
は
、
役
場
建
設
課
に
あ

　
り
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
0
2
5
1
2
8
5
1
5
5
1
1

　
内
線
3
3
5
4
）
へ
。

山野田原住宅団地が

　新町内名称でスタート

　今まで、発電所通り東の町内に

入っていた山野田原住宅団地が、

1月から町内区域の名称「南台」

という呼び名でスタートします。

世帯は、22世帯となっています。

”
協
一
7
壱
ゐ
曙

新しい嘱託員…①

年
末
・
年
始
に
発
生
し
や
す
い
犯
罪
や
事

故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
警
察
署
員
を
中
心

に
特
別
警
戒
を
実
施
。
町
か
ら
も
防
犯
協

会
の
関
係
者
が
役
場
前
で
チ
ラ
シ
を
配
り
、

呼
び
か
け
を
し
ま
し
た
（
1
2
月
陀
日
）

1年間お世話になります。

平成9年12月26日届出（敬称略）

に
月
14
日
、
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
町
民

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
。
に
チ
ー
ム
が
参
加

し
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝
　
ア
シ
ス
ト

2
位
　
長
形
3
号

3
位
　
ゴ
ン
太
く
ん
！

男
子
男
一
子
郎
夫
一
博
夫
保
章
武
郎
一
男

　
　
　
　
　
恵
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
久

公
則
武
泰
美
精
秀
徳
　
幸
邦
　

一
新
隆
喜

間
川
村
橋
村
津
辺
口
崎
巻
幡
野
山
津
橋
桐

櫃
小
中
高
田
根
渡
田
山
藤
小
滋
本
根
高
片

友
田
山
条
吉
野
町
落
崎
辛
田
口
歩
田
倉
倉

　
原
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヶ
　
　
　
　
十
　
　
臼
臼

伊
高
坪
霜
鶴
上
元
木
寺
塩
仁
野
四
原
大
小

巌
夫
郎
春
市
人
実
晴
利
作
工
信
一
一
春
雄

　
　
　
次
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
安
健
千
理
尚
　
正
秀
伊
勇
美
新
久
直
一

部
中
“
中
中
海
多
野
名
崎
口
名
山
水
井
名

　
　
　
ノ

阿
田
田
田
田
小
喜
平
星
相
関
星
丸
清
酒
星

町
西
台
ト
町
町
兼
町
町
町
町
町
敷
尾
島
立

　
通
　
鎚

島
所
　
励
　
日
郎
　
央
中
社
校
屋

　
電
　
　
道

中
発
南
鉄
栄
朝
四
上
中
田
神
学
中
寺
木
沖

10．1．10⑱

12月15日、橘保育園で開かれたクリスマス交通安全ミニコ

ンサート。これは町内の駐在さんや安協女性部が主体とな

って取り組んだもの。ドラエモンやトトロの皆んながよく

知っている曲などが披露され、園児も大喜びでした

に
月
7
日
、
武
道
場
で
開
か
れ
た
町
民
柔
道
大
会
。
5
つ

の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

各
ブ
ロ
ッ
ク
の
優
勝
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
小
学
校
1
・
2
年
生
の
部

・
　
〃
　
3
・
4
年
生
の
部

・
　
〃
　
5
・
6
年
生
の
部

・
中
学
校
男
　
子
　
の
　
部

・
　
〃
　
女
　
子
　
の
　
部

小
野
塚
裕
君
（
四
郎
兼
）

田
村
貴
成
君
（
仁
　
田
）

高
橋
保
弘
君
（
田
中
町
）

金
子
実
寛
君
（
岩
　
瀬
）

高
橋
美
希
さ
ん
（
坪
山
）



墓
目

意　
（
敬
称
略
）

一
般
寄
付

滋
野
定
良
（
野
口
）

佐
藤
信
一
（
小
脇
）

二
＋
万
円

三
万
円

表
紙
の
写
真

　
十
二
月
二
十
一
日
、
川
西
高
校
調
理

室
で
、
　
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
町
教
育

委
員
会
・
公
民
館
が
開
催
し
て
い
る
講

座
の
一
つ
で
、
小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま

で
が
対
象
。
管
理
栄
養
士
の
関
タ
カ
子

さ
ん
を
講
師
に
、
簡
単
に
で
き
る
お
か

ず
や
ふ
る
さ
と
料
理
、
お
や
つ
な
ど
、

大
人
と
子
供
が
一
緒
に
な
っ
て
調
理
や

試
食
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
八
回
シ
リ
ー
ズ
の
最
終
回
。

お
よ
そ
三
十
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
時

節
柄
、
送
っ
て
い
た
だ
い
た
り
、
店
頭

に
い
っ
ぱ
い
な
ら
ん
だ
り
す
る
新
巻
鮭
、

塩
鮭
を
用
い
た
調
理
が
中
心
と
な
り
ま

し
た
。
　
「
鮭
の
け
ん
ち
ん
蒸
し
」
　
「
塩

鮭
の
マ
リ
ネ
」
　
「
新
巻
鮭
の
う
の
花
和

え
」
　
「
ご
ま
豆
腐
」
　
「
り
ん
ご
ケ
ー
キ
」

の
五
品
が
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

　
お
正
月
、
都
会
か
ら
田
舎
へ
の
お
土

産
の
代
名
詞
に
も
な
っ
て
い
る
新
巻
鮭
、

も
ら
い
す
ぎ
て
始
末
に
困
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
　
そ
ん
な
と
き
の
た

め
に
も
、
い
ろ
ん
な
調
理
方
法
を
習
っ

て
お
く
こ
と
は
何
か
と
便
利
で
す
。

小
わ
に
レ

　
　
岬
壇
山
．
同
崎
正
風
選

新
巻
の
切
身
大
き
く
年
の
膳

初
雀
小
枝
の
雪
を
散
ら
し
け
り

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

山
里
の
ち
ら
ち
ら
雪
に
灯
り
け
り

昼
風
呂
に
正
月
ら
し
き
山
家
か
な

　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
田
畑
　
吉
治

初
風
呂
や
孫
と
背
中
を
流
し
合
ふ

読
初
の
孫
が
絵
本
を
読
み
く
る
る

　
　
　
　
　
　
高
原
田
　
引
問
　
子
舟

行
く
年
の
積
み
重
ね
た
る
旬
集
か
な

初
日
の
出
杜
の
深
さ
へ
透
き
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
星
光

地
蔵
尊
大
き
頭
巾
の
煤
沸
ふ

新
築
の
祝
ひ
重
ね
し
年
暮
る
・

　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
白
井
す
み
い

初
夢
の
二
人
目
の
孫
叶
い
け
り

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
由
喜

日
暦
の
一
の
め
で
た
き
年
始
め

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

我
が
庭
の
水
仙
二
本
早
や
咲
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

障
子
貼
る
二
問
の
ノ
ル
マ
い
た
だ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
元
町
金
子
鉄
平

大
樫
裸
木
と
な
り
月
澄
め
り

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

ク
ル
ミ
割
る
ゆ
と
り
あ
り
け
り
大
晦
日

　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木
　
和
人

に
こ
や
か
な
笑
み
を
映
し
て
初
鏡

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
大
海
白
涛

　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
）

●休目救急医

成
人
と
な
る
子
の
年
の
明
け
に
け
り

　
　
　
　
　
伊
勢
原
市
　
金
子
　
桂
吉

御
手
洗
に
茜
さ
し
け
り
初
詣

　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

蒜
無
き
暮
し
を
謝
し
て
初
詣

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
田
中
優
美

我
が
庭
の
白
寒
菊
の
咲
き
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
根
深
丸
山
　
朝
子

初
市
の
祝
儀
相
場
も
ま
ま
な
ら
ず

　
　
　
　
　
　
練
馬
区
須
藤
遊
人

単
線
の
遮
断
機
お
り
て
山
眠
る

　
　
　
　
　
　
足
立
区
　
涌
井
ハ
ル
子

定
位
置
に
掛
け
て
き
ま
り
し
初
暦

　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

着
ぶ
く
れ
て
行
け
ば
友
ま
た
着
膨
れ
て

　
　
　
　
　
新
町
新
田
　
若
山
　
向
山

職
引
い
て
年
ご
と
減
り
し
賀
状
か
な

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
　
寅
生

宅
配
便
心
待
ち
し
て
年
の
暮

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
小
林
　
　
哲

ま
だ
入
ら
ぬ
人
に
と
二
度
の
ゆ
ず
湯
か
な

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
　
幸

掛
け
替
え
て
め
く
る
日
を
待
つ
新
暦

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
中
条
石
平

寒
椿
か
む
り
し
雪
を
手
で
払
う

　
　
　
　
　
　
中
仙
田
　
樋
ロ
タ
マ
エ

霧
雨
に
煙
る
那
須
高
原
を
行
く

　
　
　
　
　
　
浦
和
市
登
坂
博
史

土
産
に
と
小
犬
連
れ
て
の
帰
省
か
な

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
五
十
嵐
ト
ラ

勉
学
の
孫
も
帰
省
や
み
そ
か
そ
ば

　
　
　
　
　
　
田
中
町
石
沢
澄
代

）
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
）

1月11日　庭野医院（寿町）

　　　　盈52－2711
　15日　大坪医院（四日町

　　　　費57－6100
　18日　富田医院（神明町

　　　　暦52－3269
　25日　池田医院（本町西

　　　　盈52－2581
　　〃　津南病院（津南町

　　　　盈65－3161
2月1日　川西町診療所（高原田

　　　　智68－2034
　　〃　上村病院（中里村

　　　　盈63－2111
　　8日　大熊内科医院（山本町

　　　　盈52－7066
　11日　山口医院（袋町中

　　　　費52－2174

冬
本
番

　
寒
い
外
と
暖
か
い
部
屋
を
行
き
来
す

る
こ
と
が
多
い
こ
の
時
期
、
空
気
の
乾

燥
も
加
わ
り
、
カ
ゼ
を
ひ
き
や
す
く
な

り
ま
す
。
大
人
は
一
年
に
、
平
均
二
回

カ
ゼ
を
ひ
く
と
の
調
査
結
果
が
あ
り
、

ほ
と
ん
ど
の
人
が
毎
年
カ
ゼ
を
ひ
い
て

い
る
と
言
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
カ
ゼ

の
原
因
は
九
十
響
以
上
が
ウ
イ
ル
ス
感

染
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
種
類
は
二
百

種
以
上
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

ウ
イ
ル
ス
を
退
治
す
る
薬
は
ま
だ
無
い

の
が
現
状
で
、
自
分
の
持
っ
て
い
る
免

疫
力
が
一
番
の
武
器
に
な
り
ま
す
。

　
カ
ゼ
は
ひ
き
初
め
に
治
し
て
し
ま
う

の
が
肝
心
で
す
。
鼻
水
・
く
し
ゃ
み
・

の
ど
の
痛
み
・
寒
気
な
ど
が
出
て
き
た

ら
「
安
静
」
　
「
保
温
」
　
「
栄
養
」
で
免

疫
力
を
高
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

o
安
静
－
横
に
な
っ
て
休
む
の
が
一
番
。

　
無
理
を
す
る
と
長
引
き
ま
す
。

○
保
温
－
布
団
を
し
っ
か
り
掛
け
、
部

　
屋
も
暖
か
く
し
て
休
み
ま
す
。
空
気

　
の
乾
燥
に
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
栄
養
－
消
化
の
よ
い
も
の
を
温
か
く

　
し
て
、
食
欲
の
な
い
時
は
果
汁
や
の

　
ど
に
通
り
や
す
い
も
の
を
取
り
ま
す
。

他
に
水
分
を
十
分
補
給
す
る
こ
と
、
タ

バ
コ
は
吸
わ
な
い
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
カ
ゼ
を
こ
じ
ら
せ
な
い
よ
う

に
、
三
十
八
度
以
上
の
熱
が
続
い
た
り
、

症
状
が
悪
く
な
っ
た
り
し
た
り
、
発
し

ん
や
む
く
み
な
ど
の
症
状
が
出
た
ら
早 カ

ゼ
に
ご
用
心
！

た
だ
し
、
赤
ち
ゃ
ん
や
妊
婦
さ
ん
、
高
罰

齢
の
方
は
、
初
期
の
段
階
で
受
診
さ
れ
⑫
㈱

る
方
が
安
心
需
　
　

鈎

刃
今
年
も
イ
考
ル
ラ
ザ
が
囎

流
行
す
る
時
期
に
な
り
　
香
港
で
は
新

型
の
ウ
イ
ル
ス
も
出
て
き
て
い
る
占
つ
臨

綴
辮
鱗
鞭
麺
鰯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

目
に
医
師
の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
　
　
（
個
人
差
や

予
測
が
は
ず
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
百
響

効
果
が
あ
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
）

　
カ
ゼ
は
万
病
の
も
と
と
言
わ
れ
、
他

の
病
気
の
引
き
金
と
な
っ
た
り
、
持
病

を
悪
化
さ
せ
た
り
し
た
り
、
高
齢
者
で

は
寝
た
き
り
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
体
力
を
つ
け
、
こ

ま
め
に
う
が
い
を
し
、
カ
ゼ
を
寄
せ
つ

け
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　
　
安

　
　
目

　
　
の

　
　
別

　
　
区

　
　
の

　
　
ザ

　
　
ン

　
　
エ

　
　
ル

　
　
フ

　
　
ン

　
　
イ

　
　
と

　
　
ゼ

　
　
カ

普通感国 インフルエンザ

発病の状態 ゆっくり起こる 急激に発病し、全身症状を伴う

寒　　　け 軽い 強い寒気

熱 比較的に低い 38度～39度の高熱

頭　　　痛 軽い 強い

腰痛、関節痛 あっても軽い 強く痛む

せき・鼻水 最初からある 1～2日たってから

倦　怠　感 軽い 強い

肺炎合併症 幼児や老人以外はまれ 肺炎になる率が高い
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　　イルミネーションが心を和ませてくれます

地域のイルミネーションが点灯

　中仙田百円会（小林和人代表・会員55人）では、地

域のふれあいや活性を図るため、平成6年からrイル

ミネーション（電灯を用いた照明）事業」を実施して

います。今年も！2月1日点灯、31日まで地域の人たち

や通行する皆さんの心を和ませています。

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

　
　
り
ょ
う
す
け
勝
一

田
中
　
良
祐
口
、
　
発
電
所
重
東

　
　
　
　
　
矢
恵
子
　
↑
－
」

数
藤
、
轟
繋
立

　
　
　
た
け
ひ
ろ
　
よ
ヨ
　
　
ロ

小
川
雄
大
創
教
下
平
新
田

中
条
だ
．
虫
鼎
ち
務
岩
瀬

鈴
木
讐
雛
㌃
町
笛

渡
辺
　
慮
卓
也
仁
田

　
　
　
　
　
千
雪

大
津
建
真
野
下
平
新
田

9
＼
、Q
O

4、
・
．
、

1＼

　　　惣
暴勧o＼

隅
，
月
．
纏
繹
鶴
，

慶
筈
蓄
き
型
解
置
箋
紛
琶
匙

平
野
　
義
一
7
9
（
市
　
郎
）
L
　
町

窪
田
　
ハ
ッ
8
0
（
英
　
男
）
伊
　
友

田
村
　
福
平
8
1
（
允
　
伸
）
鶴
　
吉

南
雲
　
　
エ
ト
8
5
（
本
　
　
人
）
あ
か
ね
園

渡
辺
ヨ
キ
8
8
（
正
彦
）
鶴
吉

佐
藤
　
ト
メ
9
0
（
信
　
　
一
）
小
　
脇

井
口
定
芳
9
3
二
　
夫
）
仁
田

　
　
（
1
2
月
1
日
～
2
6
日
届
け
出
分
）

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る
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躍夢ダ

　
　
　
・
囎
．

　
　
　
で

（
2
月
号
は
川
西
中
学
校
で
す
）

〉
　
「
陶
芸
」

6
年
生
川
崎
真
理
さ
ん

　
一
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
」

〈
4
年
生
協
同
作
品

〉
一
お
面
」

3
年
生
樋
口
翔
太
く
ん

▲　「陶芸」

　6年生登坂葉月さん

〉
　
一
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
」

な
か
よ
し
学
級
左
か
ら

　
　
と
さ
か
み
つ
よ
し
く
ん

　
　
　
し
げ
の
ま
こ
さ
ん

　
　
と
さ
か
よ
し
ひ
で
く
ん

　
　
　
　
　
ノ
毒
！

〉
¶
お
面
」

6
年
生
樋
口
未
央
さ み

感
、

藩
講騒

▲　「陶芸」

　6年生樋口未央さん

誰
多

一
ち

ダ
盆
蕊

さ悪

●グ展

難畿

〈
仙
田
小
学
校
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